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 私は膵癌,胆管癌,胆嚢癌かよび十二指腸癌の81例,胃癌,胃肉腫,急性肝炎,慢性肝炎,
 胆石症,その他の胆道疾患,急性膵炎,慢性膵炎,その他の膵疾患,十二指腸潰瘍ず・十二指腸ボ
 リーブ,胃炎,胃潰瘍,糖尿病かよび上部消化管正常群の514例,計395例について,主と
 してSecretin試験によつて得られた十二指腸液の細胞学的検索を試み,さらに胆嚢癌,胆
 管癌,膵癌診よびヘパトームの15例,胆石症,細胆管炎性肝炎冷よびその他の良性疾患2乙例
 計58例について,腹腔鏡直視下胆道穿刺による胆汁の細胞学的検索を試み,それらの細胞学的
 所見,細胞診成績ならびに剥離細胞に対する胆汁かよぴ膵液の消化作用の影響につ6て検討を加
 えたので報告する0
 1.十二指腸液塗抹標本に出現する上皮細胞成分は十二指腸被覆上皮細胞,十二指腸杯細胞,'
 膵上皮細胞,胆管上皮細胞,胆嚢上皮細胞であるが,これらの細胞はそれぞれ比較的特長ある細
 胞形態を有しているが,胆汁や膵液などの消化作用を多少ともうけて変性崩壊を来たしているこ
 とが多い。したがって,これらの良性上皮細胞を形態学的に鑑別同定することは困難な場合が多
 い。しかしながら,癌細胞は胞体,核,核小体それぞれの増大ゴ多形性,'核優勢,核ク・マチン
 含有量の増加,ク・マチンの不規則分布,核縁の肥厚,好塩基性の増加,細胞配列の不規則性,・
 大小不同性などの形態学的特長を示すので,その判定は比較的容易である。
 2主としてSecretin刺激により得られた十二指腸液の細胞診成績についてみると,癌例
 81例に冷ける癌細胞陽性率は41、9%で,非癌514例にかける偽陽性率はα6%である。癌
 の部位別にみた陽性率は,十二指腸癌の9例では100%で,最も高率であり,胆管癌24例の
 41・6%がこれにつぎ,膵癌の42例および胆嚢癌の6例に冷いてはそれぞれ5α9%,553
 %で,きわめて低率である。膵癌にかける陽性率をみると,膵頭部癌では651%で,比較的高
 率であるが,膵体部痛および膵尾部癌ではきわめて低率である。
 5腹腔鏡道視下胆道穿刺による胆汁細胞診陽性率は,癌例15例では4巳0%である。非癌
 25例では偽陽性例は認められていない。癌の部位別陽性率をみると,胆嚢癌の4例における
 100%が最も高く,胆管癌5例にむける66・7%がこれにつぎ,膵癌の7例寿よびヘパトーム
 の1例においては0%である0
 4.以上の成績からみて,十二指腸癌,膵癌,胆管下部癌の診断には十二指腸液細胞診が有効
 であるが,胆嚢癌の症例では腹腔鏡直視下胆道穿刺による胆汁細胞診が有効である。また十二指
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 腸液細胞診と胆汁細胞診の併用はこれらの領域に'かけお癌の診断率を向上させるものである。
 5.十二指腸液塗抹標本に沿ける細胞成分,すなわち,良性上皮細胞,レ・わゆる核崩壊型細胞,
 爵赤血球,好中球沿よび好酸球の検出率は,肝,胆道,膵かよび十二指腸の癌腫や炎症性疾患の場
I
!
 合に多い傾向が認められるが,疾患によって特異的に出現する細胞は認められない。赤血球の出
 1二.現はこれらの領域にかける癌腫の存在を強く示唆する所見であるが,良性疾患にかいても少数な
ぎ
 が争認められるので・癌の診断はあぐ凌でも癌細胞を検出することが最も重要である。
 6.十二指腸液むよぴ胆汁にむけるA皿ylase分泌量,黄疸指数卦よび胆汁の性状と塗抹標本
 に沿ける細胞成分の検出率ならびに細胞像との関係や,実験的に十二指腸液に白血球を混入した
 、場合の白血球の変化などの成績からみると,十こ指腸液}胆汁を水槽内にて氷令し左がら採取保
 存して塗抹標本を作製した場合には,剥離細胞は膵酵素による消化作用をうけることは比較的に
 少ないが,胆汁の混入が多い場合にはきわめて強く変性崩壊を来すものと考えられる。
}
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 審査結果の要旨
 著者は膵癌,胆管癌,胆嚢癌かよび十二指腸癌の81例,胃癌,胃肉腫,急性肝炎,慢性肝炎,
 胆石症,その他の胆道疾患,急性膵炎ジ1曼性膵炎,その他の膵疾患,十二指腸潰瘍,十二指腸ポ
 リープ,胃炎,胃潰瘍,糖尿病齢よび上部消化管正常群の514例,計595例について,主と
 してSecretin試験によって得られた十二指腸液の細胞学的検索を試み,さらに胆嚢癌,胆'
 管癌,膵癌診よびヘパトームの15例,胆石症,細胆管炎性肝炎澄よびその他の良性疾患2ラ例
 計58例について,腹腔鏡直視下胆道穿刺による胆汁の細胞学的検索を試み,次の成績を得てい
 .る〇
 十二指腸癌,膵癌,胆管下部癌の診断には十二指腸液細胞診が有効であるが,胆嚢癌の症例で
 は腹腔鏡直視下胆道穿刺による胆汁細胞診が有効である。また十二指腸液細胞診と胆汁細胞診の
 併用はこれらの領域に諭ける癌の診断率を向上させるものである。
 十二指腸液塗抹標本に於ける細胞成分,すなわち,良性上皮細胞,いわゆる核崩壊型細胞,赤
 血球,好中球むよび好酸球の検出率は,肝,胆道,膵沿よぴ十二指腸の癌腫や炎症性疾,患の場合
 に多い傾向が認められるが,疾患に.よって特異的に出現する細胞は認められない。赤血球の出現
 はこれらの領域に歩ける癌腫の存在を強く示唆する所見であるが,良性疾患に論いても少数が認
 められるので,癌の診断はあくまでも癌細胞を検出することが最も重要である。
 十二指腸液および胆汁に沿けるAmy■age分泌量,黄疸指数齢よび胆汁の性状と塗抹漂太に
 かける細胞成分の検出率ならびに細胞像との関係や,実験的に十二指腸液に白血球を混入した場
 合の白血球の変化などの成績からみると,十二指腸液や胆汁を氷構内にて水冷しながら採取深存
 して塗抹標本を作製した場合には,剥離細胞は膵酵素による消化作用をうけることは比較的に少
 ないが,胆汁の混入が多い場合にはきわめて強く変性崩壊を来すものと考えられる。依って本論
 文は学位を授与するに値するものと認める。
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